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(57)【要約】
　有機発光ダイオードディスプレイが、画素のアレイを
有することができる。画素はそれぞれ、それぞれのアノ
ードを備えた有機発光ダイオードを有することができ、
基板上に形成された薄膜トランジスタ回路から形成する
ことができる。電源電圧を薄膜回路へ分散させるために
、メッシュ状の経路を使用することができる。メッシュ
状の経路は、交差する水平に延びる線及び垂直に延びる
線を有することができる。水平に延びる線は、アノード
に重畳しないジグザグの金属線とすることができる。垂
直に延びる線は、アノードに重畳するまっすぐな垂直の
金属線とすることができる。これらの画素は、異なる色
の画素を含むことができる。異なる色の画素のアノード
が垂直に延びる線に類似の量だけ重畳することを確実に
することによって、ディスプレイ色の角度に依存する偏
移を最小にすることができる。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板と、
　前記基板上に位置している画素のアレイであって、各画素が電源電圧を受信するように
構成されており、各画素がアノードを備えた発光ダイオードを有している、画素のアレイ
と、
　前記アノードが形成された平坦化層と、
　水平に延びるジグザグの金属線及び垂直に延びる線から形成されたメッシュ状の電源分
配経路と、を備えており、前記アノードが前記垂直に延びる線に重畳している、有機発光
ダイオードディスプレイ。
【請求項２】
　各画素が、正電源端子及び接地電源端子を有しており、前記メッシュ状の電源分配経路
が、前記画素の前記正電源端子に結合された正電源分配経路である、請求項１に記載の有
機発光ダイオードディスプレイ。
【請求項３】
　各アノードが、前記垂直に延びる線に対して対角線的に延びている縁部を備えたダイヤ
モンドの形状を有している、請求項２に記載の有機発光ダイオードディスプレイ。
【請求項４】
　前記垂直に延びる線がそれぞれ、それぞれの垂直に延びるまっすぐな金属線である、請
求項３に記載の有機発光ダイオードディスプレイ。
【請求項５】
　前記画素が、異なる色の画素を含んでおり、前記画素がそれぞれ、前記垂直に延びるま
っすぐな金属線とのそれぞれの重畳面積を特徴とし、前記異なる色の画素の前記重畳面積
が、２０％未満だけ異なる、請求項４に記載の有機発光ダイオードディスプレイ。
【請求項６】
　前記異なる色の画素の前記重畳面積が、１０％未満だけ異なる、請求項５に記載の有機
発光ダイオードディスプレイ。
【請求項７】
　前記水平に延びるジグザグの金属線が、どのアノードにも重畳していない、請求項５に
記載の有機発光ダイオードディスプレイ。
【請求項８】
　前記基板上に位置している薄膜トランジスタを更に備えており、前記薄膜トランジスタ
が、第１の金属層から形成されたソース－ドレイン端子を有しており、ポリマー層が前記
第１の金属層に重畳しており、前記メッシュ状の電力分配経路が、前記ポリマー層と前記
平坦化層との間に介在している、請求項１に記載の有機発光ダイオードディスプレイ。
【請求項９】
　前記水平に延びるジグザグの金属線が、前記アノードに重畳していない、請求項１に記
載の有機発光ダイオードディスプレイ。
【請求項１０】
　それぞれの水平に延びるジグザグの金属線が、１対の前記アノードの対向する対角線縁
部間に少なくとも１つの対角線セグメントを有している、請求項９に記載の有機発光ダイ
オードディスプレイ。
【請求項１１】
　基板と、
　前記基板上に位置している画素のアレイであって、各画素が電源電圧を受信するように
構成されており、各画素がアノードを備えた発光ダイオードを有している、画素のアレイ
と、
　第１及び第２のポリマー層と、
　前記第１のポリマー層と前記第２のポリマー層との間に位置しており、前記電源電圧を
前記画素のアレイへ分散させるメッシュ状の正電源分配経路とを備えており、各アノード
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が、前記メッシュ状の正電源分配経路とのそれぞれの重畳面積を特徴とし、前記画素の前
記重畳面積が３０％未満だけ異なる、有機発光ダイオードディスプレイ。
【請求項１２】
　前記画素が、異なる色の画素を含んでおり、前記異なる色の画素の前記重畳面積が、１
０％未満だけ異なる、請求項１１に記載の有機発光ダイオードディスプレイ。
【請求項１３】
　前記メッシュ状の電源分配経路が、交差する水平に延びる金属線及び垂直に延びる金属
線を含んでいる、請求項１１に記載の有機発光ダイオードディスプレイ。
【請求項１４】
　前記アノードが、前記垂直に延びる金属線に重畳しており、前記水平に延びる金属線に
重畳していない、請求項１３に記載の有機発光ダイオードディスプレイ。
【請求項１５】
　前記垂直に延びる金属線が、垂直に延びるまっすぐな金属線である、請求項１４に記載
の有機発光ダイオードディスプレイ。
【請求項１６】
　前記水平に延びる金属線が、前記垂直に延びるまっすぐな金属線に対してゼロでない角
度で延びる対角線セグメントを含んでいる、請求項１５に記載の有機発光ダイオードディ
スプレイ。
【請求項１７】
　前記アノードが、ダイヤモンド形の金属領域から形成されており、前記対角線セグメン
トがそれぞれ、１対の前記ダイヤモンド形の金属領域の対向する対角線縁部間に延びてい
る、請求項１６に記載の有機発光ダイオードディスプレイ。
【請求項１８】
　基板と、
　前記基板上に位置している薄膜回路と、
　前記薄膜回路上に位置している第１及び第２のポリマー平坦化層と、
　前記第１のポリマー平坦化層と前記第２のポリマー平坦化層との間に位置しており、正
電源電圧を前記薄膜回路へ分散させるメッシュ状の正電源分配経路を形成しているパター
ン化した金属層と、
　有機発光ダイオードのアレイであって、各有機発光ダイオードが前記第２のポリマー平
坦化層上にそれぞれのアノードを有している、有機発光ダイオードのアレイと、を備えた
有機発光ダイオードディスプレイ。
【請求項１９】
　前記メッシュ状の正電源分配経路が、交差する前記アノードに重畳していない水平に延
びる線及び前記アノードに重畳している垂直に延びる線の格子を有している、請求項１８
に記載の有機発光ダイオードディスプレイ。
【請求項２０】
　前記水平に延びる線がジグザグの金属線であり、前記垂直に延びる線がまっすぐな金属
線である、請求項１９に記載の有機発光ダイオードアレイ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、全体として参照により本明細書に組み込まれている、２０１６年１２月６日
出願の米国特許出願公開第１５／３７０，２９７号及び２０１６年９月２３日出願の米国
特許仮出願第６２／３９８，７４９号の優先権を主張する。
　本出願は、概して、電子デバイスに関し、より詳細には、有機発光ダイオードディスプ
レイを有する電子デバイスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子デバイスは、多くの場合、ディスプレイを含む。例えば、電子デバイスは、有機発
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光ダイオード画素に基づく有機発光ダイオードディスプレイを有することができる。各画
素は、それぞれの発光ダイオードを含む画素回路を有することができる。画素回路内の薄
膜トランジスタ回路を使用して、その画素内の発光ダイオードへの電流の印加を制御する
ことができる。薄膜トランジスタ回路は、駆動トランジスタを含むことができる。画素回
路内の駆動トランジスタ及び発光ダイオードは、正電源と接地電源との間に直列結合する
ことができる。
【０００３】
　電源信号などの有機発光ダイオードディスプレイ内の信号は、これらの信号を分散させ
るために使用される導電経路内の抵抗損失による望ましくない電圧降下を受けることがあ
る。注意が払われなかった場合、これらの電圧降下は、有機発光ダイオードディスプレイ
の満足のいく動作の妨げになる可能性がある。また、満足のいくディスプレイ性能を確実
にしながらディスプレイ内で信号を分散させるように経路を構成する上でも、難題が生じ
る可能性がある。
【発明の概要】
【０００４】
　有機発光ダイオードディスプレイは、画素のアレイを有することができる。これらの画
素は、有機発光ダイオードから形成することができる。各発光ダイオードは、アノード及
びカソードを有することができる。
【０００５】
　電源電圧を薄膜回路へ分散させるために、メッシュ状の経路を使用することができる。
メッシュ状の経路は、交差する水平に延びる線及び垂直に延びる線を有することができる
。水平に延びる線は、発光ダイオードのアノードに重畳しないジグザグの金属線とするこ
とができる。垂直に延びる線は、アノードに重畳するまっすぐな垂直の金属線とすること
ができる。
【０００６】
　これらの画素は、異なる色の画素を含むことができる。異なる色の画素のアノードが垂
直に延びる線に類似の量だけ重畳することを確実にすることによって、視野角に応じたデ
ィスプレイ色の偏移を最小にすることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】一実施形態によるディスプレイを有する例示的な電子デバイスの図である。
【０００８】
【図２】一実施形態による例示的な有機発光ダイオード画素回路の図である。
【０００９】
【図３】一実施形態による例示的な有機発光ダイオードディスプレイの図である。
【００１０】
【図４】一実施形態による例示的な有機発光ダイオードディスプレイの活性領域の一部分
の側断面図である。
【００１１】
【図５】一実施形態による画素の一部分の側断面図である。
【００１２】
【図６】一実施形態によるディスプレイ内の電源分配経路に使用することができる例示的
なメッシュパターンを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　有機発光ダイオードディスプレイを備えることができるタイプの例示的な電子デバイス
が、図１に示されている。電子デバイス１０は、ラップトップコンピュータ、組み込み型
コンピュータを含むコンピュータモニタ、タブレットコンピュータ、セルラー電話機、メ
ディアプレーヤ、又は他のハンドヘルド型若しくはポータブル型の電子デバイスなどのコ
ンピューティングデバイス、腕時計型デバイス、ペンダント型デバイス、ヘッドホン型若
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しくはイヤホン型デバイス、眼鏡若しくはユーザの頭部に装着される他の機器内に組み込
まれたデバイス、又は他のウェアラブル若しくは小型のデバイスなどのより小さいデバイ
ス、ディスプレイ、組み込み型コンピュータを含むコンピュータディスプレイ、組み込み
型コンピュータを含まないコンピュータディスプレイ、ゲーミングデバイス、ナビゲーシ
ョンデバイス、キオスク若しくは自動車内にディスプレイを有する電子機器が取り付けら
れたシステムなどの組み込み型システム、あるいは他の電子機器とすることができる。
【００１４】
　図１に示すように、電子デバイス１０は、制御回路１６を有することができる。制御回
路１６は、デバイス１０の動作を支持する記憶及び処理回路を含むことができる。記憶及
び処理回路は、ハードディスクドライブ記憶、不揮発性メモリ（例えば、フラッシュメモ
リ又はソリッドステートドライブを形成するように構成された他の電気的プログラマブル
読出し専用メモリ）、揮発性メモリ（例えば、静的又は動的ランダムアクセスメモリ）な
どの記憶を含むことができる。制御回路１６内の処理回路は、デバイス１０の動作を制御
するために使用することができる。処理回路は、１つ以上のマイクロプロセッサ、マイク
ロコントローラ、デジタル信号プロセッサ、ベースバンドプロセッサ、電力管理ユニット
、音声チップ、特定用途向け集積回路などに基づくことができる。
【００１５】
　入出力デバイス１２などのデバイス１０内の入出力回路は、デバイス１０へデータを供
給することを可能にし、デバイス１０から外部デバイスへデータを提供することを可能に
するために使用することができる。入出力デバイス１２は、ボタン、ジョイスティック、
スクロールホイール、タッチパッド、キーパッド、キーボード、マイクロフォン、スピー
カ、トーンジェネレータ、振動器、カメラ、センサ、発光ダイオード、及び他の状態標識
、データポートなどを含むことができる。ユーザは、入出力デバイス１２を介してコマン
ドを供給することによってデバイス１０の動作を制御することができ、入出力デバイス１
２の出力リソースを使用してデバイス１０からの状態情報及び他の出力を受信することが
できる。
【００１６】
　入出力デバイス１２は、ディスプレイ１４などの１つ以上のディスプレイを含むことが
できる。ディスプレイ１４は、ユーザからのタッチ入力を集めるタッチセンサを含むタッ
チスクリーンディスプレイとすることができ、又はディスプレイ１４は、タッチセンシテ
ィブでなくてもよい。ディスプレイ１４に対するタッチセンサは、容量性タッチセンサ電
極のアレイ、音響タッチセンサ構造、抵抗性タッチ構成要素、力ベースのタッチセンサ構
造、光ベースのタッチセンサ、又は他の好適なタッチセンサ配置に基づくことができる。
ディスプレイ１４に対するタッチセンサは、ディスプレイ１４の画素を有する共通のディ
スプレイ基板上に形成された電極から形成することができ、又はディスプレイ１４の画素
に重畳する別個のタッチセンサパネルから形成することができる。所望であれば、ディス
プレイ１４は、タッチセンシティブでなくてもよい（すなわち、タッチセンサを省略する
ことができる）。
【００１７】
　制御回路１６は、オペレーティングシステムコード及びアプリケーションなどのソフト
ウェアをデバイス１０上で走らせるために使用することができる。デバイス１０の動作中
、制御回路１６上で走っているソフトウェアは、ディスプレイ１４上に画像を表示するこ
とができる。
【００１８】
　ディスプレイ１４は、有機発光ダイオードディスプレイとすることができる。有機発光
ダイオードディスプレイ内で、各画素は、それぞれの有機発光ダイオードを含む。例示的
な有機発光ダイオード画素の概略図が、図２に示されている。図２に示すように、画素２
２は、発光ダイオード３８を含むことができる。正電源端子３４に正電源電圧ＥＬＶＤＤ
を供給することができ、接地電源端子３６に接地電源電圧ＥＬＶＳＳを供給することがで
きる。ダイオード３８は、アノード（端子ＡＮ）及びカソード（端子ＣＤ）を有する。駆
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動トランジスタ３２の状態が、ダイオード３８を流れる電流の量、したがってディスプレ
イ画素２２から放出される光４０の量を制御する。ダイオード３８のカソードＣＤは、接
地端子３６に結合されており、したがってダイオード３８のカソード端子ＣＤを、場合に
よりダイオード３８に対する接地端子と呼ぶことができる。
【００１９】
　連続するデータフレーム間でトランジスタ３２が所望の状態で保持されることを確実に
するために、ディスプレイ画素２２は、蓄積キャパシタＣｓｔなどの蓄積キャパシタを含
むことができる。蓄積キャパシタＣｓｔの第１の端子は、ノードＡでトランジスタ３２の
ゲートに結合することができ、蓄積キャパシタＣｓｔの第２の端子は、ノードＢでダイオ
ード３８のアノードＡＮに結合することができる。蓄積キャパシタＣｓｔにかかる電圧は
、ノードＡでトランジスタ３２のゲートに印加されて、トランジスタ３２を制御する。ス
イッチングトランジスタ３０などの１つ以上のスイッチングトランジスタを使用して、蓄
積キャパシタＣｓｔへデータをロードすることができる。スイッチングトランジスタ３０
がオフのとき、データ線Ｄが蓄積キャパシタＣｓｔから遮断され、ノードＡにかかるゲー
ト電圧は、蓄積キャパシタＣｓｔ内に記憶されているデータ値（すなわち、ディスプレイ
１４上に表示されている以前のディスプレイデータフレームからのデータ値）に等しくな
る。ディスプレイ画素２２に関連付けられた行内のゲート線Ｇ（場合により、走査線と呼
ばれる）がアサートされたとき、スイッチングトランジスタ３０がオンになり、データ線
Ｄ上の新しいデータ信号が蓄積キャパシタＣｓｔへロードされる。キャパシタＣｓｔ上の
新しい信号は、ノードＡでトランジスタ３２のゲートに印加され、それによってトランジ
スタ３２の状態を調整し、発光ダイオード３８によって放出される対応する光４０の量を
調整する。
【００２０】
　所望であれば、ディスプレイ１４内の画素２２に対する発光ダイオードの動作を制御す
る回路（例えば、図２のディスプレイ画素回路などのディスプレイ画素回路内のトランジ
スタ、キャパシタなど）は、図２の構成以外の構成（例えば、駆動トランジスタ３２内の
閾値電圧変動を補償する回路を含む構成、放出イネーブルトランジスタが駆動トランジス
タ３２と直列に結合される構成、複数のスイッチングトランジスタが複数のそれぞれの走
査線によって制御される構成、複数のキャパシタを有する構成など）を使用して形成する
ことができる。画素２２内の薄膜トランジスタは、シリコン薄膜トランジスタ（例えば、
ポリシリコン活性領域を有するトランジスタ）とすることができ、半導体－酸化物薄膜ト
ランジスタ（例えばインジウムガリウム酸化亜鉛トランジスタ）とすることができ、ｎチ
ャネル金属酸化物－半導体トランジスタとすることができ、ｐチャネル金属酸化物－半導
体トランジスタとすることができ、かつ／又は他の薄膜回路を含むことができる。図２の
画素２２の回路は単なる例示である。
【００２１】
　図３に示すように、ディスプレイ１４は、基板層２４などの層を含むことができる。基
板２４、及び所望であればディスプレイ１４内の他の層は、ガラス層、ポリマー層（例え
ば、ポリイミド又は他の可撓性ポリマーの可撓性シート）などの材料層から形成すること
ができる。基板２４は、平面とすることができ、かつ／又は１つ以上の曲線状の部分を有
することができる。基板２４は、左及び右の垂直縁部並びに上及び下の水平縁部を含む長
方形の形状を有することができ、又は長方形でない形状を有することができる。基板２４
が４つの隅部を含む長方形の形状を有する構成において、これらの隅部は、所望であれば
丸くすることができる。ディスプレイ基板２４は、所望であれば、テール部２４Ｔなどの
テール部分を有することができる。
【００２２】
　ディスプレイ１４は、画素２２のアレイを有することができる。画素２２は、ユーザに
対して画像を表示するディスプレイ１４の活性領域ＡＡを形成する。基板２４の縁部のう
ちの１つ以上に沿って位置する不活性領域ＩＡなどのディスプレイ１４の不活性の境界部
分は、画素２２を含まず、ユーザに対して画像を表示しない（すなわち、不活性領域ＩＡ



(7) JP 2019-526896 A 2019.9.19

10

20

30

40

50

には画素２２がない）。
【００２３】
　各画素２２は、図２の有機発光ダイオード３８などの発光ダイオードと、関連する薄膜
トランジスタ回路（例えば、図２の画素回路又は他の好適な画素回路）とを有することが
できる。画素２２のアレイは、画素構造（例えば、基板２４などのディスプレイ層上の薄
膜回路から形成された画素）の行及び列から形成することができる。画素２２のアレイ内
には、任意の好適な数（例えば、１０以上、１００以上、又は１０００以上）の行及び列
が存在することができる。ディスプレイ１４は、異なる色の画素２２を含むことができる
。一例として、ディスプレイ１４は、赤色光を放出する赤色画素と、緑色光を放出する緑
色画素と、青色光を放出する青色画素とを含むことができる。所望であれば、他の色の画
素を含むディスプレイ１４に対する構成を使用することもできる。赤色画素、緑色画素、
及び青色画素を有する画素配置の使用は単なる例示である。
【００２４】
　図３の例に示すように、ディスプレイ基板２４は、基板２４のうち活性領域ＡＡを含む
部分より狭い幅を有するテール部２４Ｔなどのテール部分を有することができる。この配
置は、テール部２４Ｔをデバイス１０のハウジング内に収容するのを助ける。テール部２
４Ｔは、所望であれば、ディスプレイ１４を電子デバイスハウジング内に取り付けるとき
、ディスプレイ１４の残り部分の下へ曲げることができる。
【００２５】
　ディスプレイ１４に対するディスプレイドライバ回路２０を、テール部分２４Ｔに結合
されたプリント回路基板上に取り付けることができ、又はテール部分２４Ｔ上に取り付け
ることができる。信号経路２６などの信号経路によって、ディスプレイドライバ回路２０
を制御回路１６に結合することができる。回路２０は、１つ以上のディスプレイドライバ
集積回路及び／又は薄膜トランジスタ回路を含むことができる。動作中、デバイス１０の
制御回路（例えば、図１の制御回路１６）は、ディスプレイドライバ回路２０などの回路
に、ディスプレイ１４上に表示される画像に関する情報を供給することができる。ディス
プレイ画素２２上に画像を表示するために、ディスプレイドライバ回路２０は、対応する
画像データをデータ線Ｄに供給しながら、ゲートドライバ回路１８などの支持ディスプレ
イドライバ回路へクロック信号及び他の制御信号を発行することができる。ゲートドライ
バ回路１８は、画素２２に対してゲート線信号（場合により、走査信号、放出イネーブル
信号などと呼ばれる）又は他の制御信号を生成することができる。ゲート線信号は、ゲー
ト線Ｇなどの線を使用して画素２２へ伝達することができる。画素２２の１行につき１つ
以上のゲート線が存在することができる。ゲートドライバ回路１８は、集積回路及び／又
は薄膜トランジスタ回路を含むことができ、ディスプレイ１４の縁部に沿って（例えば、
図３に示すように、ディスプレイ１４の左及び／若しくは右の縁部に沿って）位置するこ
とができ、又はディスプレイ１４内の他の場所に（例えば、テール部２４Ｔ上に回路２０
の一部として、ディスプレイ１４の下縁部に沿ってなど）位置することができる。図３の
構成は単なる例示である。
【００２６】
　ディスプレイドライバ回路２０は、複数の対応するデータ線Ｄ上へデータ信号を供給す
ることができる。図３の例示的な配置では、データ線Ｄは、ディスプレイ１４に沿って垂
直に走っている。データ線Ｄは、画素２２のそれぞれの列に関連付けられる。
【００２７】
　図３の例示的な構成では、ゲート線Ｇ（場合により、走査線、放出線などと呼ばれる）
は、ディスプレイ１４を通って水平に走っている。各ゲート線Ｇは、ディスプレイ画素２
２のそれぞれの行に関連付けられる。所望であれば、画素２２の各行に関連付けられたゲ
ート線Ｇなど、複数の水平制御線が存在することができる。ゲートドライバ回路１８は、
ディスプレイ１４内のゲート線Ｇ上のゲート線信号をアサートすることができる。例えば
、ゲートドライバ回路１８は、ディスプレイドライバ回路２０からクロック信号及び他の
制御信号を受信することができ、受信した信号に応答して、ゲート線Ｇ上のゲート信号を
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順にアサートし、ディスプレイ画素２２の第１の行でゲート線信号Ｇを開始することがで
きる。各ゲート線がアサートされると、データ線Ｄからのデータがディスプレイ画素の対
応する行内へロードされる。このようにして、ディスプレイドライバ回路２０などのデバ
イス１０内の制御回路は、ディスプレイ１４上に所望の画像を表示する光を生成するよう
に画素２２に指示する信号を画素２２に提供することができる。
【００２８】
　画素２２の回路、並びに所望であれば回路１８及び／又は２０などのディスプレイドラ
イバ回路は、薄膜トランジスタ回路を使用して形成することができる。ディスプレイ１４
内の薄膜トランジスタは、概して、任意の好適なタイプの薄膜トランジスタ技術（例えば
、ポリシリコン薄膜トランジスタなどのシリコントランジスタ、インジウムガリウム酸化
亜鉛トランジスタなどの半導体－酸化物トランジスタなど）を使用して形成することがで
きる。
【００２９】
　導電経路（例えば、１つ以上の信号線、ブランケット導電膜、メッシュ状の導電層、及
び他のパターン化した導電構造）をディスプレイ１４内に設けて、データ信号Ｄ並びに正
電源信号ＥＬＶＤＤ及び接地電源信号ＥＬＶＳＳなどの電力信号を画素２２へ送信するこ
とができる。図３に示すように、これらの信号は、信号送信経路Ｐを使用して、活性領域
ＡＡ内の画素２２へ提供することができる。経路Ｐは、ディスプレイ１４のテール部分２
４Ｔから信号Ｄ、ＥＬＶＤＤ、及びＥＬＶＳＳを受信する金属線及び／又は他の導電構造
から形成することができる。
【００３０】
　画素２２を形成するために使用することができる例示的な構成を示すディスプレイ１４
の活性領域ＡＡの一部分の側断面図が、図４に示されている。図４に示すように、ディス
プレイ１４は、基板２４などの基板を有することができる。基板２４上に、薄膜トランジ
スタ、キャパシタ、及び他の薄膜トランジスタ回路５０（例えば、図２の例示的な画素回
路などの薄膜回路）を形成することができる。画素２２は、有機発光ダイオード３８を含
むことができる。ダイオード３８のアノードＡＮを、金属層５８（場合により、アノード
金属層と呼ばれる）から形成することができる。各ダイオード３８は、カソード層６０な
どの導電カソード構造から形成されたカソードＣＤを有することができる。層６０は、例
えば、１０～１８ｎｍ、８ｎｍ超、２５ｎｍ未満などの厚さを有するマグネシウム銀層な
どの薄い金属層とすることができる。層６０は、ディスプレイ１４の活性領域ＡＡ内の画
素２２をすべて覆うことができ、ディスプレイ１４の不活性領域ＩＡ内へ延びる部分を有
することができる（例えば、その結果、層６０は、層６０に接地電源電圧ＥＬＶＳＳを供
給する接地電源経路に結合される）。
【００３１】
　各ダイオード３８は、放出層５６などの有機発光放出層（場合により、放出材料又は放
出層構造と呼ばれる）を有する。放出層５６は、ダイオード３８を通って印加される電流
に応答して光４０を放出するエレクトロルミネッセント有機層である。カラーディスプレ
イでは、ディスプレイ内の画素のアレイ内の放出層５６は、赤色画素内で赤色光を放出す
る赤色放出層と、緑色画素内で緑色光を放出する緑色放出層と、青色画素内で青色光を放
出する青色放出層とを含む。各ダイオード３８内の放出有機層に加えて、各ダイオード３
８は、電子注入層、電子輸送層、正孔輸送層、及び正孔注入層などのダイオード性能を強
化する追加の層を含むことができる。これらのような層は、有機材料（例えば、層５６内
のエレクトロルミネッセント材料の上面及び下面上の材料）から形成することができる。
【００３２】
　層５２（場合により、画素定義層と呼ばれる）は、層５６の放出材料のそれぞれの部分
を含む開口部のアレイを有する。これらの開口部のそれぞれの底部にアノードＡＮが形成
され、放出層５６によって重畳される。したがって、画素定義層５２内のダイオード開口
部の形状は、ダイオード３８に対する発光領域の形状を画定する。
【００３３】
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　画素定義層５２は、フォトリソグラフィでパターン化したフォトイメージャブル材料（
例えば、フォトイメージャブルポリイミド、フォトイメージャブルポリアクリレートなど
のフォトリソグラフィで画定された開口部を形成するように処理することができる誘電体
材料）から形成することができ、シャドーマスクを通って堆積させた材料から形成するこ
とができ、又は他の方法で基板２４上へパターン化した材料から形成することができる。
画素定義層５２内のダイオード開口部の壁は、所望であれば、図４に傾斜した側壁６４に
よって示すように、傾斜させることができる。
【００３４】
　薄膜回路５０は、例示的なトランジスタ３２などのトランジスタを含むことができる。
図４の例示的な薄膜トランジスタ３２などの薄膜トランジスタ回路は、層７０などのパタ
ーン化した半導体層から形成された活性領域（チャネル領域）を有することができる。層
７０は、ポリシリコン層などの半導体の層、又は半導体－酸化物材料（例えば、インジウ
ムガリウム酸化亜鉛）の層から形成することができる。ソース－ドレイン端子７２が、半
導体層７０の両端に接触することができる。ゲート７６は、パターン化したゲート金属層
又は他の導電層から形成することができ、半導体７０に重畳することができる。ゲート７
６と半導体層７０との間には、ゲート絶縁体７８が介在することができる。基板２４上に
は、シールド７４の下に、誘電体層８４などのバッファ層を形成することができる。誘電
体層８２などの誘電体層は、シールド７４を覆うことができる。ゲート７６とソース－ド
レイン端子７２との間には、誘電体層８０を形成することができる。層８４、８２、７８
、及び８０などの層は、酸化ケイ素、窒化ケイ素、他の無機誘電体材料、又は他の誘電体
などの誘電体から形成することができる。トランジスタ３２の構造などの薄膜トランジス
タ構造内には、ポリマー平坦化層ＰＬＮ１及びＰＬＮ２又は他の有機平坦化層などの追加
の誘電体層を含むことができ、追加の誘電体層は、ディスプレイ１４を平坦化するのを助
けることができる。
【００３５】
　ディスプレイ１４は、画素２２を通って信号を送信する金属層などのディスプレイ１４
の誘電体層内に組み込まれた複数の導電材料層を有することができる。シールド層７４を
第１の金属層から形成することができる（一例）。ゲート層７６を第２の金属層から形成
することができる。端子７２などのソース－ドレイン端子及び信号線８６などの他の構造
は、金属層ＳＤ１などの第３の金属層の部分から形成することができる。金属層ＳＤ１は
、誘電体層８０上に形成することができ、平坦化誘電体層ＰＬＮ１で覆うことができる。
ダイオードビア部分８８、信号線９０、及び経路９２などの電源経路（例えば、メッシュ
状のＥＬＶＤＤ層）を形成する際に、金属層ＳＤ２などの第４の金属層を使用することが
できる。活性領域ＡＡでは、アノード金属層５８などの第５の金属層が、ダイオード３８
のアノードＡＮを形成することができる。各画素内の第５の金属層は、ビア部分８８に結
合されたビア部分５８Ｐなどの一部分を有することができ、それによってトランジスタ３
２のソース－ドレイン端子のうちの１つをダイオード３８のアノードＡＮに結合すること
ができる。発光ダイオード３８に対するカソードＣＤを形成する際に、カソード金属層６
０などの第６の金属層（例えば、ブランケット膜）を使用することができる。金属層ＳＤ
２とカソード層６０との間には、アノード層５８が介在することができる。層５８、ＳＤ
２、ＳＤ１、７６、及び７４などの層は、基板２４上に支持されたディスプレイ１４の誘
電体層内に組み込むことができる。所望であれば、ディスプレイ１４内に設けられる金属
層をより少なくすることができ、又はディスプレイ１４はより多くの金属層を有すること
ができる。図４の構成は単なる例示である。
【００３６】
　ディスプレイ１４が効率的に動作し、ディスプレイ１４全体で均一な輝度を有する画像
を生成することを確実にするために、電力信号を画素２２へ分散させるとき、抵抗損（場
合により、ＩＲ損と呼ばれる）を最小にすることが望ましい。抵抗損は、ディスプレイ１
４に低抵抗の信号経路を組み込むことによって最小にすることができる。
【００３７】
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　例えば、正電源ＥＬＶＤＤを分散させるために使用される電源経路を考慮されたい。こ
の経路に関連付けられた抵抗が高すぎる場合、ＩＲ損により、ＥＬＶＤＤが供給されるデ
ィスプレイ１４の下縁部付近の画素２２の正電源電圧の大きさが、ディスプレイ１４の中
央に位置する画素２２の正電源電圧より大きくなることがある。これにより、画素輝度の
望ましくない変動が生じる可能性がある。
【００３８】
　望ましくないＩＲ損を最小にするために、電源電圧ＥＬＶＤＤ（場合により、正電源経
路、正電源分配経路などと呼ばれる）を分散させる際に使用される導電経路は、メッシュ
状のパターンの導電材料（例えば、金属）を使用して形成することができる。例えば、図
４の電源経路９２は、ビア及び他の薄膜構造（例えば、ビア部分５８Ｐ、信号線９０など
参照）を収容する開口部のアレイを有する相互接続された金属線の格子から形成すること
ができる。このタイプのメッシュ状の電源分配経路は、低いシート抵抗及び最小のＩＲ損
を呈し、それによってディスプレイ輝度の均一性を強化することができる。
【００３９】
　図５に示すように、金属層５８のうちアノードＡＮを形成する少なくとも一部は、電源
分配経路９２に重畳することができる。平坦化層ＰＬＮ２は、経路９２を覆うことができ
、アノードＡＮは、層ＰＬＮ２の上面９４に形成することができる。経路９２を形成する
金属層（ＳＤ２）の厚さＨは、例えば、０．７ミクロン、０．５～０．９ミクロン、０．
２～１．２ミクロン、０．２ミクロン超、０．９ミクロン未満、又は他の好適な厚さとす
ることができる。平坦化層ＰＬＮ２の厚さＴは、例えば、０．９ミクロン、０．７～１．
１ミクロン、０．５ミクロン超、１．５ミクロン未満、又は任意の他の好適な厚さとする
ことができる。
【００４０】
　平坦化層ＰＬＮ２の全体的な厚さを制限することが望ましいであろう（例えば、層ＰＬ
Ｎ２のポリマーからのガス抜けを最小にするため）。層ＰＬＮ２の厚さが制限されている
とき、平坦化層ＰＬＮ２の上面９４は、経路９２の存在のため、アノードＡＮの一部の下
で傾斜させることができる。表面９４の傾斜部分９４'は、表面９４の傾斜していない（
平面の）部分の面法線ｎに対してゼロでない角度に向けられた面法線ｎｓを有することが
できる（すなわち、傾斜部分９４'の面法線ｎｓは、ディスプレイ１４の面法線に対して
ゼロでない角度に向けることができる）。
【００４１】
　画素２２内の傾斜部分９４'の存在（及び特に異なる色の画素内の傾斜部分９４'の異な
る量）のため、ディスプレイ１４が視野角に応じて色の変化を呈するというリスクが存在
する。各画素２２が類似の量の傾斜面積を含むアノードＡＮを有するディスプレイ１４に
対する構成では、ディスプレイ１４は、視野角の変化に応じて低減された色偏移を呈する
。例えば、ディスプレイ１４の白色点が、ディスプレイ１４が見られる角度の変化に応じ
て、低減された色偏移を呈する。
【００４２】
　これらを考慮すると、各画素２２内のアノードＡＮの総表面積に対する傾斜面積（部分
９４'）の量を制限すること、及び／又は異なる色の画素間の各画素の傾斜面積の変動量
を制限することが望ましいであろう。一例として、ディスプレイ１４の赤色画素、緑色画
素、及び青色画素内の重畳面積（傾斜部分９４'によって消費される面積）は、互いから
３０％未満、２０％未満、１５％未満、１０％未満、５％未満、又は２％未満だけ変動す
ることが望ましいであろう。
【００４３】
　ディスプレイ１４がメッシュ状の電源分配経路９２を有するディスプレイ１４に対する
例示的な構成が、図６に示されている。図６に示すように、ディスプレイ１４は、それぞ
れのアノードＡＮを有する赤色画素Ｒ、緑色画素Ｇ、及び青色画素Ｂを含むことができる
。図６の例では、アノードＡＮはダイヤモンドの形状を有する。所望であれば、アノード
ＡＮは、円形の形状、六角形の形状、アノードの縁部が水平及び垂直に走る長方形の形状
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、三角形の形状、又は他の好適な形状を有することができる。図６の例に示すように、ダ
イヤモンド形のアノードＡＮは、垂直寸法Ｙに対して対角線的に延びる縁部（並びに画素
定義層５２内の対応するダイヤモンド形の開口部及び放出層５６の対応するダイヤモンド
形の領域）を有することができる。所望であれば、他の形状のアノードを使用することが
できる。
【００４４】
　緑色画素ＧのアノードＡＮは、ディスプレイ１４にわたって行をなして水平に延びるこ
とができる。交互の赤色画素Ｒ及び青色画素Ｂの行が、緑色画素行の各対間に介在するこ
とができる。例えば、ディスプレイ１４の第１の行及び第３の行は緑色画素のみを含み、
ディスプレイ１４の第２の行は赤色画素及び青色画素を含むことができる。所望であれば
、画素色の他のパターンを使用することができる。例えば、ディスプレイ１４の画素２２
のアレイの偶数（又は奇数）行は、交互の緑色画素及び青色画素を含むことができ、ディ
スプレイ１４の画素２２のアレイの奇数（又は偶数）行は、交互の赤色画素及び緑色画素
を含むことができる（一例）。図６の画素色パターンの使用は単なる例示である。
【００４５】
　電源分配経路９２は、交差する水平に延びる金属線及び垂直に延びる金属線のネットワ
ークから形成されたメッシュ形状（格子形状）を有することができる。図６に示すように
、メッシュ状の経路９２は、開口部９６のアレイを有するパターン化した金属層（例えば
、金属層ＳＤ２）から形成されている相互接続された金属線の格子を有することができる
。開口部９６は、行及び列をなして配置することができ、赤色画素Ｒ、緑色画素Ｇ、及び
青色画素Ｂと位置合わせすることができる。コンタクト９８を、開口部９６内のビア部分
５８Ｐ及び８８から形成することができる（例えば、図４参照）。
【００４６】
　電源分配経路９２のメッシュ形状は、画素２２へ電力を分散させるとき（例えば、正電
源電圧ＥＬＶＤＤを分散させるとき）に、ＩＲ損を低減させるのを助けることができる。
図６に示すように、経路９２の格子は、ディスプレイ１４にわたって寸法Ｘに沿って水平
に延びる水平線から形成することができる。メッシュ状の経路９２内の各水平線は、水平
に（水平寸法Ｘに対して平行に）延びるセグメント９２Ｈと、対角線的に走る挿入された
対角線セグメント９２Ｄとを有することができる。対角線セグメント９２Ｄはそれぞれ、
１対のアノードの対向する対角線縁部間に位置する。したがって、経路９２の水平に延び
る部分（線）は、ジグザグの金属線形状を呈し、それにより経路９２のこれらの部分がど
のアノードＡＮとも交差することを回避することが可能になる。経路９２内でのジグザグ
の水平線の使用は、経路９２の水平に延びる部分（水平格子線）がアノードＡＮに重畳す
ることを防止するのを助けるため、図６の配置は、アノードＡＮが経路９２の水平部分に
重畳するアノードＡＮの傾斜部分の形成を防止するのを助ける。その結果、アノードＡＮ
は、経路９２の垂直部分のみに重畳することができ、類似の重畳面積を呈することができ
る。
【００４７】
　電源電流は、ディスプレイ１４を通って垂直に（例えば、テール部２４Ｔから画素２２
の列へ上方に）流れることができる。その結果、経路９２の垂直に延びる部分を形成する
とき、ジグザグのない格子線を使用することが望ましいであろう。図６の例に示すように
、経路９２のそれぞれの垂直に延びる部分（経路９２の各垂直格子線）は、寸法Ｙに対し
て平行に走るまっすぐな垂直線９２Ｖから形成することができる。経路９２内での垂直線
９２Ｖの使用は、垂直線の長さを最小にすることによって、ＩＲ損を最小にするのを助け
ることができ、経路９２のレイアウトが設計規則を満たすことを可能にすることができる
（例えば、経路９２と隣接する構造との間に十分な間隔を供給することによる）。
【００４８】
　垂直線９２Ｖの使用は、図６に示すように、経路９２の垂直線９２ＶとアノードＡＮと
の間の重畳を引き起こすことができる。アノードＡＮは、垂直線９２Ｖに対して対角線的
に（ゼロでない角度で）延びる縁部を有するダイヤモンドの形状を有することができる。
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図５に関連して説明したように、各重畳領域のサイズ（すなわち、各画素内で経路９２に
重畳するアノード面積の量）が赤色画素Ｒ、青色画素Ｂ、及び緑色画素Ｇに対して実質上
同じであることを確実にすることによって、角度に依存する色偏移を最小にすることがで
きる。例えば、各画素ＲのアノードＡＮと経路９２との間の重畳が面積ＯＲを特徴とし、
各緑色画素ＧのアノードＡＮと経路９２との間の重畳が面積ＯＧを特徴とし、各青色画素
ＢのアノードＡＮと経路９２との間の重畳が面積ＯＢを特徴とする場合、ＯＲ、ＯＧ、及
びＯＢがすべて互いの３０％の範囲内、互いの２０％の範囲内、互いの１５％の範囲内、
互いの１０％の範囲内、互いの５％の範囲内、互いの２％の範囲内、互いの１～４０％の
範囲内などであることを確実にすることによって、ディスプレイ１４に対する視野角に応
じたディスプレイの色合いの変化を最小にすることができる。
【００４９】
　一実施形態によれば、基板と、基板上に位置している画素のアレイであって、各画素が
電源電圧を受信するように構成されており、各画素がアノードを備えた発光ダイオードを
有している、画素のアレイと、アノードが形成された平坦化層と、水平に延びるジグザグ
の金属線及び垂直に延びる線から形成されたメッシュ状の電源分配経路とを含んでおり、
アノードが垂直に延びる線に重畳している、有機発光ダイオードディスプレイが提供され
る。
【００５０】
　別の実施形態によれば、各画素は、正電源端子及び接地電源端子を有しており、メッシ
ュ状の電源分配経路は、画素の正電源端子に結合された正電源分配経路である。
【００５１】
　別の実施形態によれば、各アノードは、垂直に延びる線に対して対角線的に延びている
縁部を備えたダイヤモンドの形状を有している。
【００５２】
　別の実施形態によれば、垂直に延びる線はそれぞれ、それぞれの垂直に延びるまっすぐ
な金属線である。
【００５３】
　別の実施形態によれば、画素は、異なる色の画素を含んでおり、画素はそれぞれ、垂直
に延びるまっすぐな金属線とのそれぞれの重畳面積を特徴とし、異なる色の画素の重畳面
積は、２０％未満だけ異なる。
【００５４】
　別の実施形態によれば、異なる色の画素の重畳面積は、１０％未満だけ異なる。
【００５５】
　別の実施形態によれば、水平に延びるジグザグの金属線は、どのアノードにも重畳して
いない。
【００５６】
　別の実施形態によれば、有機発光ダイオードディスプレイは、基板上に位置している薄
膜トランジスタを含んでおり、薄膜トランジスタは、第１の金属層から形成されたソース
－ドレイン端子を有しており、ポリマー層が第１の金属層に重畳しており、メッシュ状の
電力分配経路が、ポリマー層と平坦化層との間に介在している。
【００５７】
　別の実施形態によれば、水平に延びるジグザグの金属線は、アノードに重畳していない
。
【００５８】
　別の実施形態によれば、それぞれの水平に延びるジグザグの金属線は、１対のアノード
の対向する対角線縁部間に少なくとも１つの対角線セグメントを有している。
【００５９】
　一実施形態によれば、基板と、基板上に位置している画素のアレイであって、各画素が
電源電圧を受信するように構成されており、各画素がアノードを備えた発光ダイオードを
有している、画素のアレイと、第１及び第２のポリマー層と、第１のポリマー層と第２の
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電源分配経路とを含んでおり、各アノードが、メッシュ状の正電源分配経路とのそれぞれ
の重畳面積を特徴とし、画素の重畳面積が３０％未満だけ異なる、有機発光ダイオードデ
ィスプレイが提供される。
【００６０】
　別の実施形態によれば、画素は、異なる色の画素を含んでおり、異なる色の画素の重畳
面積は、１０％未満だけ異なる。
【００６１】
　別の実施形態によれば、メッシュ状の電源分配経路は、交差する水平に延びる金属線及
び垂直に延びる金属線を含んでいる。
【００６２】
　別の実施形態によれば、アノードは、垂直に延びる金属線に重畳しており、水平に延び
る金属線に重畳していない。
【００６３】
　別の実施形態によれば、垂直に延びる金属線は、垂直に延びるまっすぐな金属線である
。
【００６４】
　別の実施形態によれば、水平に延びる金属線は、垂直に延びるまっすぐな金属線に対し
てゼロでない角度で延びる対角線セグメントを含んでいる。
【００６５】
　別の実施形態によれば、アノードは、ダイヤモンド形の金属領域から形成されており、
対角線セグメントはそれぞれ、１対のダイヤモンド形の金属領域の対向する対角線縁部間
に延びている。
【００６６】
　一実施形態によれば、基板と、基板上に位置している薄膜回路と、薄膜回路上に位置し
ている第１及び第２のポリマー平坦化層と、第１のポリマー平坦化層と第２のポリマー平
坦化層との間に位置しており、正電源電圧を薄膜回路へ分散させるメッシュ状の正電源分
配経路を形成しているパターン化した金属層と、有機発光ダイオードのアレイであって、
各有機発光ダイオードが第２のポリマー平坦化層上にそれぞれのアノードを有している、
有機発光ダイオードのアレイとを含んだ有機発光ダイオードディスプレイが提供される。
【００６７】
　別の実施形態によれば、メッシュ状の正電源分配経路は、交差するアノードに重畳して
いない水平に延びる線及びアノードに重畳している垂直に延びる線の格子を有している。
【００６８】
　別の実施形態によれば、水平に延びる線はジグザグの金属線であり、垂直に延びる線は
まっすぐな金属線である。
【００６９】
　上記は単なる例示であり、様々な修正を記載の実施形態に加えることができる。上記の
実施形態は、個別に又は任意の組合せで実施することができる。
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摘要(译)

有机发光二极管显示器可以具有像素阵列。 每个像素可以具有带有相应
阳极的有机发光二极管，并且可以由形成在基板上的薄膜晶体管电路形
成。 网状路径可用于将电源电压分配给薄膜电路。 网格状路径可以具有
相交的水平线和垂直线。 水平延伸线可以是不与阳极重叠的之字形金属
线。 垂直延伸线可以是覆盖阳极的直的垂直金属线。 这些像素可以包括
不同颜色的像素。 通过确保不同颜色的像素的阳极与垂直延伸的线重叠
相似的量，可以最小化取决于角度的显示颜色的偏移。 [选择图]图6
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